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洗 濯 漂白 乾 燥 アイロン 商業クリーニング

家庭洗濯

　

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お

さ
ら
い
す
る
と
（
図
表
１
）、
平
成
26
年
10

月
に
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
整
合
化
し
た
新
し

い
取
扱
い
表
示
記
号
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

０
０
０
１

（
以
下
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
国
内
で
販
売
す
る
衣
料
品
の

取
扱
い
表
示
を
規
定
し
て
い
る
家
庭
用
品
品

質
表
示
法
に
も
と
づ
く
「
繊
維
製
品
品
質
表

示
規
程
」
が
平
成
27
年
３
月
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
本
年
12
月
１
日
の
施
行

以
降
は
取
扱
い
表
示
に
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
引
用
す

る
こ
と
と
な
り
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
表
示
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
平
成
28
年
12
月
１
日
以
降
に
製

造
さ
れ
る
衣
類
に
は
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
取
扱

い
表
示
を
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
に
製
造
さ
れ
た
現

行
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

０
２
１
７
（
以
下
、
現
行

Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
取
扱
い
絵
表
示
が
付
け
ら

れ
た
衣
類
も
し
ば
ら
く
の
間
は
販
売
さ
れ
る

た
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
現
場
で
も
新
旧
の

表
示
が
付
い
た
衣
類
を
取
り
扱
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定
の
経
緯
と
し
て
は
、

多
様
化
す
る
繊
維
製
品
へ
の
対
応
と
、
家
庭

用
縦
型
洗
濯
機
（
パ
ル
セ
ー
タ
ー
式
）
の
進

化
や
ド
ラ
ム
式
洗
濯
機
の
普
及
等
、
家
庭
洗

濯
の
実
態
に
対
応
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
独
自
の
表
示
記
号
が

貿
易
の
技
術
的
障
壁
と
な
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
と
整
合
化
す
る
よ
う
海
外
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
も
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

０
２
１
７
の
絵
記
号

お
よ
び
表
示
方
法
を
、
対
応
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

３
７
５
８
と
整
合
化
し
新
た
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

０
０
０
１
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日

本
と
海
外
の
家
庭
用
洗
濯
機
の
構
造
や
洗
濯

習
慣
の
違
い
（
日
本
で
は
自
然
乾
燥
を
主
と

す
る
の
に
対
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
タ
ン
ブ
ル
乾
燥

の
み
で
自
然
乾
燥
の
記
号
が
な
い
）
や
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
記
号
の
商
標
権
の
問
題
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
を
そ
の
ま
ま
採
用
で
き
な
い

等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
連
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
自
然

乾
燥
の
記
号
と
パ
ル
セ
ー
タ
ー
式
洗
濯
機
に

よ
る
試
験
方
法
を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
日
本

案
の
提
案
・
承
認
や
、
商
標
権
に
関
す
る
問

題
解
消
を
経
て
、
今
回
の
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
が
示
す
そ
れ
ぞ
れ

の
記
号
の
意
味
と
、
現
行
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
の
相

違
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
新
Ｊ

Ｉ
Ｓ
に
よ
る
取
扱
い
表
示
は
、「
洗
濯
」「
漂

白
」「
乾
燥
」「
ア
イ
ロ
ン
」「
商
業
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
の
５
つ
の
基
本
記
号
と
、「
強
さ
」

「
温
度
」「
禁
止
」
を
示
す
付
加
記
号
、
温
度

を
示
す
数
字
、
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ

ま
す
（
図
表
２
）。
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の

は
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
、
商
業
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
で
す
（
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
「
絞
り
方
」

は
削
除
さ
れ
、
付
記
用
語
で
記
載
）。
記
号

は
５
分
類
41
種
類
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
現
行
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
の

相
違
点
と
し
て
、
表
示
が
示
す
「
適
用
範
囲

の
変
更
」
が
あ
り
ま
す
。
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
が
家

庭
に
お
け
る
洗
濯
な
ど
の
取
扱
い
方
法
を
指

示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
家
庭

洗
濯
に
加
え
、
商
業
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
商
業
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
ワ
イ

シ
ャ
ツ
の
処
理
な
ど
が
該
当
す
る
「
ラ
ン
ド

リ
ー
」
も
あ
り
ま
す
が
、
ラ
ン
ド
リ
ー
の
処

理
に
関
し
て
は
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
適
用
範
囲
外
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
家
庭
洗
濯
の
表
示
を
参

照
し
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

相
違
点
の
２
つ
目
は
、
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
が
取

扱
い
に
つ
い
て
【
推
奨
す
る
処
理
条
件
】
を

示
す
「
指
示
情
報
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
新

Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
【
回
復
不
可
能
な
損
傷
を
起
こ
す

こ
と
の
な
い
最
も
厳
し
い
処
理
・
操
作
】
に

つ
い
て
示
す
「
上
限
情
報
」
で
あ
る
こ
と
で

5つの基本記号

＋

洗濯

アイロン 商業クリーニング

漂白 乾燥

付加記号

強さ 線なし

通常 弱い 非常に弱い

温度 禁止
低い 高い

×

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ス
タ
ー
ト
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
経
緯

適
用
範
囲
の
違
い

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
家
庭
洗
濯
に
加
え
、

商
業
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
対
象

相
違
点
1

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
記
号
が
示
す
意
味
と

現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
の
相
違
点

図表2 新 JIS の基本記号と付加記号の組み合わせによる全記号

◦ 新 JIS L 0001 による取扱い表示記号　全記号数＝５分類 41 種類

平成 26 年 10 月に ISO と整合化した新しい取扱い表示記号 JIS L 0001 が制定され、いよいよ本年 12 月
１日より施行＝新 JIS による表示がスタートします。
本誌３月号でお伝えしたとおり、これにより、表示記号の図柄の変更や適用範囲等、記号が指し示す情報が従
来の JIS L 0217 とは異なることや、新設された商業ウエットクリーニング記号Ⓦへの対応、クリーニング
店での洗浄条件の記録・保管などの取組みが必要となります。
クリーニング事業者の皆様は、お客様の大切な衣類をお預かりする立場として、お客様が安心してクリーニン
グを依頼できること、衣類ケアのプロとしてお客様にアドバイスできることが求められています。今回は、表
示記号の変更点の詳細をお伝えします。

自然乾燥

新しく追加

タンブル
乾燥 新しく追加

ウエット
クリーニング

ドライ
クリーニング
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12 月１日から取扱い表示記号が変更になります
クリーニング業者に求められる新 JIS 取扱い表示への対応 vol.2

～表示記号の解説～

クリーニング業者に求められる
新JIS取扱い表示への対応

Vol.2

JIS規格自体は
残るが、
取扱い表示に
引用されない

現行JISを取扱い絵表示に引用
※現行JISの引用は
　平成28年11月30日まで 市場に

2つの表示が混在

施行＝新JISを
取扱い表示に引用

現行JIS L 0217
新JIS L 0001制定

平成27年3月31日

J I S
規格

繊維製品
品質表示
規　　程

洗 濯
ラベル

平成27年11月30日までに
製造・販売の衣類
＝現行JISによる表示
※施行後も販売は可能

（※切替えイメージ）
12月１日以降
製造の衣類
＝新JISによる
　表示が
　義務付け

平成26年10月20日

12月１日以降
販売に向け
新JIS表示を準備

規程を改正・告示

平成28年12月1日

図表1 新 JIS に関するスケジュール
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クリーニング業者に求められる新 JIS 取扱い表示への対応 vol.2

　

以
上
が
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
考
え
方
に
関
す
る
大

き
な
相
違
点
で
す
。
で
は
、
現
行
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

と
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
対
比
表
を
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
味
や
変
更
点
に
関
し
て
説
明
し
ま
す
。

　

洗
濯
処
理
の
た
め
の
表
示
記
号（
図
表
３
）

は
、
洗
濯
機
ま
た
は
手
洗
い
に
よ
る
洗
濯
処

理
を
表
わ
し
ま
す
。
表
示
記
号
は
現
行
Ｊ
Ｉ

Ｓ
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
洗
濯
機
」
で
は
な

　

乾
燥
処
理
の
た
め
の
表
示
記
号
（
図
表
５
）

は
、
新
た
に
追
加
に
な
っ
た
①
タ
ン
ブ
ル
乾

燥
と
、②
自
然
乾
燥
、の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

①
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
に
つ
い
て
は
、
現
行
Ｊ

Ｉ
Ｓ
で
は
表
示
が
な
く
、
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
の

使
用
可
否
は
付
記
用
語
で
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
が
新
設

さ
れ
、「
正
方
形
に
内
接
円
」
の
図
柄
で
表

さ
れ
ま
す
。
温
度
の
高
低
は
点
の
数
で
表
し
、

能
と
判
断
し
た
場
合
は
、
利
用
者
に
事
前
に

説
明
・
重
要
事
項
説
明
書
等
に
サ
イ
ン
を
も

ら
っ
た
う
え
で
、
最
適
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
処

理
を
選
択
す
る
の
が
望
ま
し
い
対
応
と
な
り

ま
す
。

◆　

◆　

◆

　

漂
白
処
理
の
た
め
の
表
示
記
号（
図
表
４
）

は
、
現
行
の
「
フ
ラ
ス
コ
」
で
は
な
く
「
三

角
」
の
図
柄
で
表
し
ま
す
。
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で

は
塩
素
系
漂
白
剤
に
よ
る
漂
白
の
可
否
の
み

を
表
わ
し
て
い
ま
す
が
（
酸
素
系
漂
白
剤
使

用
不
可
は
付
記
用
語
で
表
示
）、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ

で
は
酸
素
系
漂
白
剤
に
よ
る
漂
白
の
可
否
が

追
加
に
な
り
、
塩
素
ま
た
は
酸
素
系
漂
白
剤

に
よ
る
漂
白
の
可
否
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ

り
、
実
際
に
は
水
洗
い
可
能
で
も
ド
ラ
イ
オ

ン
リ
ー
の
表
示
に
す
る
よ
う
な
「
過
保
護
表

示
」
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
に
水
洗
い
×
・
ド
ラ
イ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
×
の
衣
類
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
持

ち
込
ま
れ
た
場
合
の
対
応
と
し
て
は
、
表
示

者
に
表
示
の
根
拠
を
確
認
し
ま
す
。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
難
し
い
場
合
は
引
受
け
を
お
断
り

す
る
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
が
引
受
け
可

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
追
加
さ
れ
て
い

る
た
め
、

100

（
記
号
番
号
１
０
０
）
お
よ

び
700

（
記
号
番
号
７
０
０
）
の
２
つ
を
表

示
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

100

（
記
号
番
号
１
０
０
）

は
「
家
庭
洗
濯
で
き
な
い
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
記
号
上
に
日
本

語
で
付
記
す
る
こ
と
が
で
き
た
「
中
性
」

「
ネ
ッ
ト
使
用
」
に
つ
い
て
は
、
付
記
用
語

で
記
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

す
。
こ
こ
で
示
す「
最
も
厳
し
い
洗
濯
処
理
」

と
は
、
洗
濯
後
の
乾
燥
・
仕
上
げ
処
理
に
お

い
て
被
洗
物
の
状
態
が
洗
濯
前
と
ほ
ぼ
同
等

に
回
復
す
る
上
限
に
近
い
洗
濯
処
理
を
指
し

ま
す
。

　

現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
場
合
、
例
え
ば
水
洗
い
×

と
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
表
示
が
付
い
た

衣
類
を
、
指
示
に
従
わ
ず
に
ド
ラ
イ
マ
ー
ク

が
洗
え
る
と
う
た
っ
た
家
庭
用
洗
濯
洗
剤
で

水
洗
い
し
た
場
合
に
、
問
題
な
く
洗
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
場
合

は
、
例
え
ば
40
℃
が
限
度
で
洗
濯
機
で
洗
濯

で
き
る
表
示
の
も
の
を
50
℃
で
洗
っ
た
場
合

に
は
、
型
崩
れ
や
仕
上
げ
ら
れ
な
い
な
ど
、

家
庭
で
は
回
復
不
可
能
な
損
傷
が
生
じ
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

相
違
点
の
３
つ
目
は
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
表

示
に
対
し
て
の
根
拠
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。「
取
扱
い
に
関
す
る
表
示
記
号
・
付

記
用
語
で
示
し
た
事
項
」
に
関
し
て
は
、
試

験
結
果
や
素
材
の
特
性
、
過
去
の
不
具
合
実

績
な
ど
に
よ
る
裏
付
け
を
持
つ
こ
と
が
望
ま

し
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
洗
濯

不
可
の
表
示
を
し
た
場
合
、
表
示
者
は
洗
濯

に
よ
っ
て
不
具
合
が
起
こ
る
こ
と
の
根
拠
を

く
、
す
べ
て
「
桶
」
の
図
柄
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
機
械
力
の
強
弱
に
つ
い
て
現
行

Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
「
弱
」
の
文
字
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
ア
ン
ダ
ー
バ
ー

の
本
数
で
表
し
て
お
り
、「
な
し
」
は
通
常
、

「
－
」
は
弱
い
、「

＝

」
は
非
常
に
弱
い
処
理

を
意
味
し
ま
す
。

　

な
お
、現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
「
水
洗
い
禁
止
」

を

（
記
号
番
号
１
０
７
）
で
表
す
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
新
た
に
商
業

JIS L 0001：2014

番号 表示記号 表示記号の意味

190
液温は、95℃を限度とし、洗
濯機で通常の洗濯処理がで
きる。

170
液温は、70℃を限度とし、洗
濯機で通常の洗濯処理がで
きる。

160
液温は、60℃を限度とし、洗
濯機で通常の洗濯処理がで
きる。

161
液温は、60℃を限度とし、洗
濯機で弱い洗濯処理ができ
る。

150
液温は、50℃を限度とし、洗
濯機で通常の洗濯処理がで
きる。

151
液温は、50℃を限度とし、洗
濯機で弱い洗濯処理ができ
る。

140
液温は、40℃を限度とし、洗
濯機で通常の洗濯処理がで
きる。

141
液温は、40℃を限度とし、洗
濯機で弱い洗濯処理ができ
る。

142
液温は、40℃を限度とし、洗
濯機で非常に弱い洗濯処理
ができる。

130
液温は、30℃を限度とし、洗
濯機で通常の洗濯処理がで
きる。

131
液温は、30℃を限度とし、洗
濯機で弱い洗濯処理ができ
る。

132
液温は、30℃を限度とし、洗
濯機で非常に弱い洗濯処理
ができる。

110
液温は、40℃を限度とし、手
洗いによる洗濯処理ができ
る。

100 洗濯処理はできない。

JIS L 0001：2014

番号 表示記号 表示記号の意味

320

洗濯処理後のタンブル乾燥
処理ができる。
高温乾燥：排気温度の上限は
最高80℃

310

洗濯処理後のタンブル乾燥
処理ができる。
低温乾燥：排気温度の上限は
最高60℃

300 洗濯処理後のタンブル乾燥
処理はできない。

440 つり干し乾燥がよい。

430 ぬれつり干し乾燥がよい。

420 平干し乾燥がよい。

410 ぬれ平干し乾燥がよい。

445 日陰でのつり干し乾燥がよい。

435 日陰でのぬれつり干し乾燥
がよい。

425 日陰での平干し乾燥がよい。

415 日陰でのぬれ平干し乾燥が
よい。

JIS L 0001：2014

番号 表示記号 表示記号の意味

220 塩素系及び酸素系漂白剤に
よる漂白処理ができる。

210
酸素系漂白剤による漂白処
理ができるが、塩素系漂白剤
による漂白処理はできない。

200 漂白処理はできない。

JIS L 0217：1995

番号 表示記号 表示記号の意味

101 液温は、95℃を限度とし、洗
濯ができる。

JIS L 0217には対応する記号なし。
JIS L 0001を参照して処理する。

102 液温は、60℃を限度とし、洗
濯機による洗濯ができる。

JIS L 0217には対応する記号なし。
JIS L 0001を参照して処理する。

103 液温は、40℃を限度とし、洗
濯機による洗濯ができる。

104
液温は、40℃を限度とし、洗
濯機の弱水流又は弱い手洗
いがよい。

JIS L 0217には対応する記号なし。
JIS L 0001を参照して処理する。

105
液温は、30℃を限度とし、洗
濯機の弱水流又は弱い手洗
いがよい。

106
液温は、30℃を限度とし、弱
い手洗いがよい。
洗濯機は使用できない。

107 水洗いはできない。

JIS L 0217：1995

番号 表示記号 表示記号の意味

JIS L 0217には対応する記号なし。
JIS L 0001を参照して処理する。

601 つり干しがよい。

603 平干しがよい。

602 日陰のつり干しがよい。

604 日陰の平干しがよい。

JIS L 0217：1995

番号 表示記号 表示記号の意味

201 塩素系漂白剤による漂白が
できる。

JIS L 0217には対応する記号なし。
JIS L 0001を参照して処理する。

202 塩素系漂白剤による漂白は
できない。

上
限
情
報
の
提
供

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
回
復
不
可
能
な
損
傷
を

起
こ
さ
な
い
最
も
厳
し
い
処
理
・

操
作
に
関
す
る
情
報
を
提
供

相
違
点
2

表
示
に
対
し
て
の
根
拠

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は

表
示
を
裏
付
け
る
根
拠
が
必
要

相
違
点
3

190

170

160

161

150

151

140

141

142

130

131

132

110

100

図表3 洗濯処理のための表示記号図表5 乾燥処理のための表示記号

図表4 漂白処理のための表示記号
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付
記
用
語
で
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
表
示
記

号
（
図
表
７
）
は
、
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
「
ド
ラ

イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
「
石
油
系
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
」の
２
種
類
で
あ
る
の
に
対
し
、

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
「
丸
」
の
図
柄
に
「
Ｐ
」
が

「
パ
ー
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
お
よ
び
石
油
系
溶

◆　

◆　

◆

　

以
上
が
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
表
示

記
号
の
対
比
と
ポ
イ
ン
ト
の
概
要
と
な
り
ま

す
。

　

次
回
は
、
前
述
の
と
お
り
洗
浄
条
件
・
洗

浄
記
録
の
保
存
、
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

号
５
３
０
）
お
よ
び　
（
記
号
番
号
５
２
０
）

は
ス
チ
ー
ム
が
使
用
で
き
ま
す
が
、
原
則
は

家
庭
で
の
ア
イ
ロ
ン
仕
上
げ
の
可
否
を
示
す

も
の
な
の
で
、
家
庭
用
ア
イ
ロ
ン
に
よ
る
ス

チ
ー
ム
処
理
は
可
能
で
す
。
ス
チ
ー
ム
ボ
ッ

ク
ス
や
人
体
プ
レ
ス
等
の
可
否
は
表
示
か
ら

は
判
断
で
き
な
い
の
で
、
品
物
の
素
材
や
加

工
等
を
確
認
し
な
が
ら
ス
チ
ー
ム
処
理
の
可

否
を
現
場
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
あ
っ
た
「
あ
て
布
」
の
図
柄
は

い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
時
に
は
、

そ
の
記
号
が
意
味
す
る
す
べ
て
の
処
理
（
最

も
強
い
処
理
）
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
商
業
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お
よ

び
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
に
は
対
応

す
る
試
験
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各

表
示
が
示
す
機
械
力
や
洗
浄
条
件
に
対
し
、

自
店
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
処
理
の
機
械
力
や
洗

浄
条
件
が
対
応
し
て
い
る
か
、
あ
ら
か
じ
め

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
表
示
を
付
け
る
ア

パ
レ
ル
に
は
表
示
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
反

面
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
に
は
洗
た
く
物

に
事
故
が
発
生
し
た
際
の
備
え
と
し
て
「
表

示
が
示
す
試
験
方
法
の
範
囲
内
で
処
理
を

行
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
全

ク
連
で
は
自
店
の
洗
浄
条
件
の
記
録
や
、
石

油
系
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
場
合
は
ド
ラ

イ
ソ
ー
プ
濃
度
の
測
定
と
記
録
を
行
う
こ
と

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
方
法
の
数
値
に
も
と
づ
く
自
店
の
洗

浄
条
件
の
検
証
や
記
録
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
次
号
に
て
解
説
し
ま
す
。

に
「
ア
イ
ロ
ン
」
の
図
柄
で
表
さ
れ
ま
す
。
新

Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
と
同
様
に
温
度

の
高
低
が
点
の
数
で
表
わ
さ
れ
、
点
３
つ
は

２
０
０
℃
が
上
限
温
度
、
点
２
つ
は
１
５
０
℃

が
上
限
温
度
、
点
１
つ
は
１
１
０
℃
が
上
限

温
度
と
な
り
、
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
か
ら
上
限
温
度

が
若
干
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
意
点
と
し
て
点
１
つ
の
ア
イ
ロ

ン
記
号

510

（
記
号
番
号
５
１
０
）
は
「
ス

チ
ー
ム
の
使
用
が
禁
止
」
で
す
。
　（
記
号
番

　

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
表
示

記
号
（
図
表
８
）
は
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
新
設
さ
れ

ま
し
た
。「
丸
」
の
図
柄
に
「
Ｗ
」
で
表
わ

さ
れ
、
ア
ン
ダ
ー
バ
ー
の
本
数
で
機
械
力
の

強
弱
を
表
わ
し
ま
す
。

　

現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
は
個
々
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業

者
の
技
術
や
判
断
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、

「
特
殊
な
技
術
を
用
い
た
業
者
に
よ
る
水
洗

い
か
ら
乾
燥
・
仕
上
げ
ま
で
の
処
理
」
を
指

し
ま
す
。
機
械
力
と
し
て
は

710

が
141

（
記

号
番
号
１
４
１
）に
、

711

が
110

（
記
号
番

号
１
１
０
）に
相
当
し
ま
す
。

　

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
表
示
は
、
家

庭
で
の
仕
上
げ
が
困
難
な
製
品
や
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
性
が
低
い
樹
脂
加
工
製
品

等
へ
の
表
示
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

記
号
の
並
べ
方
も
変
わ
り
ま
す
（
図
表

９
）。
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
は「
①
洗
濯
」「
②
漂
白
」「
③

乾
燥
（
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
・
自
然
乾
燥
）」「
④

ア
イ
ロ
ン
」「
⑤
商
業
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ド

ラ
イ
・
ウ
エ
ッ
ト
）」
の
順
に
並
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
色
物
へ
の
塩
素

系
漂
白
な
ど
「
通
常
そ
の
処
理
を
行
わ
な
い

時
は
省
略
可
」「
絞
り
と
乾
燥
の
記
号
は
任

意
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は

点
２
つ
は
高
温
乾
燥
（
上
限
80
℃
）、
点
１
つ

は
低
温
乾
燥
（
上
限
60
℃
）
を
意
味
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
記
号
は
、
家

庭
洗
濯
に
お
け
る
表
示
で
あ
り
、
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
を
対
象
と
し

ま
せ
ん
。
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
製
品
の
ダ
メ
ー

ジ
を
考
慮
し
、
石
油
系
ド
ラ
イ
の
表
示
に
タ

ン
ブ
ル
乾
燥
禁
止
や
自
然
乾
燥
の
付
記
用
語

が
付
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
Ｊ

Ｉ
Ｓ
で
は
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
試
験
方

法
に
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
を
含
む
こ
と
か
ら
、
ド

ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
記
号
に
は
必
ず
タ
ン

ブ
ル
乾
燥
が
含
ま
れ
、
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
を
禁

止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

②
自
然
乾
燥
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
現
行

Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
「
服
」
の
図
柄
で
す
が
新
Ｊ
Ｉ

Ｓ
で
は
「
正
方
形
」
で
表
し
、
四
角
の
中
の

線
の
向
き
や
本
数
で
干
し
方
を
示
し
て
い
ま

す
。「
―
（
縦
棒
）」
は
「
吊
干
し
」、「
－
（
横

棒
）」
は
「
平
干
し
」、「
＝
ま
た
は

＝

（
棒

２
本
）」
は
「
ぬ
れ
干
し
（
脱
水
せ
ず
・
絞

ら
ず
に
）」、「
／
（
斜
線
）」
は
「
日
陰
干
し
」

を
意
味
し
、
組
合
せ
に
よ
り
８
種
類
の
表
示

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
自
然
乾
燥
の
表
示
も

家
庭
洗
濯
で
の
乾
燥
に
関
す
る
表
示
と
な
り

ま
す
。

　

ア
イ
ロ
ン
処
理
の
た
め
の
表
示
記
号
（
図

表
６
）
は
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
お
よ
び
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
共

剤
に
よ
る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」、「
Ｆ
」

が
「
石
油
系
溶
剤
に
よ
る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
ま
す

（
Ｆ
はF

lam
m

ability

＝
引
火
性
の
意
味
）。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
ン
ダ
ー
バ
ー
」
の

有
無
で
機
械
力
が
「
通
常
」
か
「
弱
い
」
か

を
示
し
て
い
ま
す
。

相当

相当

JIS L 0001：2014

番号 表示記号 表示記号の意味

530
底面温度200℃を限度とし
てアイロン仕上げ処理がで
きる。

520
底面温度150℃を限度とし
てアイロン仕上げ処理がで
きる。

510
底面温度110℃を限度とし
てスチームなしでアイロン
仕上げ処理ができる。

500 アイロン仕上げ処理はできな
い。

JIS L 0001：2014

番号 表示記号 表示記号の意味

620

パークロロエチレン及び記
号Ⓕの欄に規定の溶剤での
ドライクリーニング処理＊）が
できる。
通常の処理

621

パークロロエチレン及び記
号Ⓕの欄に規定の溶剤での
ドライクリーニング処理＊）が
できる。
弱い処理

610

石油系溶剤（蒸留温度150℃
～210℃、引火点38℃～）で
のドライクリーニング処理＊）

ができる。
通常の処理

611

石油系溶剤（蒸留温度150℃
～210℃、引火点38℃～）で
のドライクリーニング処理＊）

ができる。
弱い処理

600 ドライクリーニング処理が
できない。

JIS L 0217：1995

番号 表示記号 表示記号の意味

301
アイロンは210℃を限度と
し、高い温度（180～210℃
まで）で掛けるのがよい。

302

アイロンは160℃を限度と
し、中程度の温度（140～
160℃まで）で掛けるのがよ
い。

303
アイロンは120℃を限度と
し、低い温度（80～120℃ま
で）で掛けるのがよい。

304 アイロン掛けはできない。

JIS L 0217：1995

番号 表示記号 表示記号の意味

401

ドライクリーニングができ
る。溶剤は､パークロロエチ
レン又は石油系のものを使
用する。

402
ドライクリーニングができ
る。溶剤は､石油系のものを
使用する。

403 ドライクリーニングはでき
ない。

図表6 アイロン処理のための表示記号

図表7 ドライクリーニングのための表示記号

注＊）：ドライクリーニング処理は、タンブル乾燥を含む。

JIS L 0001：2014

番号 表示記号 表示記号の意味

710
ウエットクリーニング処理
ができる。
通常の処理

711
ウエットクリーニング処理
ができる。
弱い処理

712
ウエットクリーニング処理
ができる。
非常に弱い処理

700 ウエットクリーニング処理
はできない。

例：現行 JIS の記号の並べ方（左から順に）
◦ 色物の塩素漂白など、通常その処

理を行わない時は省略可

◦ 「絞り方」と「干し方」の記号は表
示者の任意

例：新 JIS の記号の並べ方（左から順に）
◦ 記号の省略はその記号が意味する

最も強い処理が可能。

  （ 例：「洗濯」記号の省略＝95℃を限
度とした洗濯機での処理が可能）

JIS L 0217：1995

番号 表示記号 表示記号の意味

JIS L 0217には対応する記号なし。
JIS L 0001を参照して処理する。

図表8 ウエットクリーニングのための表示記号

図表9 記号の並べ方と省略について
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